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1． はじめに 電磁波が導体円板に照射された際に生じる

散乱現象は規範問題としてよく取り上げられる．しかし従

来の手法では，2.5～10波長の範囲は良好な数値解を得られ

ていない．この範囲に FDTD 法を用いた計算結果を，厳密

解[1]と比較することで，FDTD 法の有効性を検討する．こ

れまでの計算結果は，垂直入射では良好な結果が得られて

いるが，斜め入射では得られていない[2]．このため，斜め

入射での電流分布で良好な結果を得ることを目的とする． 

2．正規化法の工夫 FDTD 解析では無限に広がった一様

な平面波を維持したまま伝搬せず，入射波の分布がある程

度変化する．これを考慮して，今回は，原点を中心とした

円板の x，y軸上の電流分布を導出した場合に，これまでの

図 1(a)のような円板中心の値を代表値として正規化してい

た方法から，(b)のような電流分布を導出した位置と同じ位

置の値で正規化するなどの工夫を行った． 

                

(a) 代表値で正規化     (b) 各位置で正規化   

図 1 正規化手法 

3．計算結果 平面波斜め入射モデルでの，電流分布の計

算例を示す．電磁界の数値計算には，電磁波解析ソフトウ

ェア “KeyFDTD(株式会社科学技術研究所)”を用い，FDTD

法で算出される磁界分布から，文献[2]で示した手順に従っ

て求めた複素電流より電流分布を計算している．なお計算

例として，導体円板のx方向の電流振幅分布を求めている． 

図 2 に解析モデルの例を示す．この解析では，円板の半

径は a = 3.5λ = 35[mm]，入射角 θ = 60[度]とし，30 [GHz]の

正弦波を入射した．解析領域は 1 辺 200[mm]の立方体で，

外壁はMURの一次吸収境界条件とし，領域は真空とした．

この解析モデルで導出した x方向の電流振幅分布を，2．で

述べた各位置で正規化する手法によって正規化して，厳密

解と比較した図を図 3に示す． 

 

図 2 平面波斜め入射モデルの例射角 60度) 

 

図 3 x方向の電流振幅と厳密解の比較 

実線が FDTD 法の計算結果で，点線が厳密解を示してい

る．ポジションの 1.5から端部までの振動の様子や，円盤状

でほぼ一定の値をとるなど厳密解と傾向がよく一致してい

る．また，振幅のレベルも FDTD 法の結果と厳密解がよく

一致している．  
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